都市計画マスタープラン策定実習 第1回中間発表　2008/12/26

“Tsuchiu Life” style　―新たなアートのまち―
第6班　寺尾慈明／岡 宏樹／阪口将大／嶋田 章／松下拓未　TA 五十石俊祐

1． 土浦市の概要
土浦市は、茨城県南部に位置しており、東京から約60km、県都水戸からは約40kmの位置にある。筑波研究学園都市に隣接しており、業務核都市に指定されている。

戦国時代に土浦城が築かれ、江戸時代には土屋氏9万5千石の城下町として、また水戸街道の宿場、桜川・霞ヶ浦の水運の要衝として発展し、栄えた。明治以降は海軍航空隊の予科練が設置され、軍事拠点の一つとなった。その名残で現在も桜町付近は関東有数の歓楽街となっている。1980年頃までは茨城県南地方の商業の中心地として非常に栄えたが、筑波研究学園都市の開発・発展、郊外化の流れの中で中心市街地は衰退し、現在までに駅前の百貨店・大手ホテルは軒並み撤退している。

戦災の被害を受けなかったため、歴史的な街並みが現在に至るまで残っている。また日本百名山「筑波山」を背に、全国第2位の湖「霞ヶ浦」に面し、豊かな自然と環境に恵まれた歴史と文化のまちである。一方で戦災に遭わなかったことが中心市街地が狭く入り組んだままになっている原因ともなっている。

2． 土浦市の現状分析

2.1　人口
土浦市の人口は、2008年11月1日現在の推計人口で143,819人である。2000年頃まで人口は増加を続けていたが頭打ちとなっている。コーホート分析による人口予測を行ったところ図2-1のようになり、2025年の推定人口は約12,6000人であった。
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図2-1　土浦市の将来人口推計
図2-2は土浦市およびつくば市・全国平均と比較した、年齢別人口構成である。土浦市は全国平均並み、つくば市は僅かではあるが全国平均よりも若い人が多く、高齢者が少なくなっている。研究学園都市の特徴が表れているといえよう。隣接するつくば市と連携することにより、若い人材を強力な資源とすることができる。
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図2-2　年齢別人口構成の比較

2.2　教育
市内には20の小学校、9の中学校（うち1は私立）、8の高等学校（うち5は私立）、2の大学・短期大学（共に私立）の他、各種専門学校や養護学校などがある。市内に通う学生は多く、人口に対する学生の比率は県内主要都市と比較して高い（図2-3）。
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図2-3　土浦市および各自治体の学生比率

· 市内の小中高校（全日制・定時制）の在籍学生数を、人口で除した割合を示した。
また土浦市では生涯教育の充実に力を注いでおり、URALAの県南生涯教育センターなどでの各種講座・セミナー等が充実している。
2.3　産業
土浦市は図2-4のように、中心地区、荒川沖地区、神立地区、新治地区の4つの地区に分けることができ、それぞれの地域に特徴がある。各地域を見ていくと、

■中心地区　商業

駅前大型デパートの撤退跡地にマンション建設
郊外店舗やロードサイドショップが活性化
■荒川沖地区　商業
駅前ショッピングセンター「さんぱる」が中心
衰退している印象
■神立地区　工業・農業
大工場と工業団地がある
田村・沖宿ではレンコン栽培がさかん
■新治地区　農業
筑波山の麓での果樹栽培
小野小町の里
といった特徴がある。
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図2-4　地区毎の産業分布
2.4　犯罪
図2-5は市内の犯罪の発生状況。市が犯罪発生状況を情報提供し、防犯活動に役立てられている。自主防犯組織結成数は県内最多であり、160町内で約5700人の人々による防犯ボランティア活動が行われている。その成果が2004年以降の犯罪の減少となって現れている。
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図2-5　犯罪の発生状況
2.5　住環境

表2-1は土浦市・つくば市・水戸市の、商業地・住宅地それぞれの平均地価の比較である。土浦は住宅地において他都市よりも地価が安いが、町並みの活用・開発の方向性を留意すべきであるといえる。
表2-1　土浦市及び主要都市の地価比較
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2.5　医療機関
図2-6は、市内の医療機関の分布図である。分布は二極化しており、中心地区・荒川沖地区に集中し地域医療が充実する一方、神立地区・新治地区では医療施設が不足しており、施設不足地区における解決が重要となっている。
2.6　福祉施設

図2-7は、老人福祉施設の分布である。市内各地域に満遍なく分布しており、老人福祉の環境は整っていると言える。
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図2-6　医療機関の分布（左）
図2-7　福祉施設の分布（右）

2.6　交通
土浦市は東京・水戸といった周辺都市との交通に恵まれている。公共交通は市内をJR常磐線が貫いており、土浦駅からは東京まで約45分、水戸まで約30分（それぞれ特急利用）で結ばれている。また、土浦駅・荒川沖駅などから市内各方面や周辺市町村へのバス路線が発着している。中心市街地活性化・交通不便地域への公共交通確保を目的にコミュニティバス「キララちゃん」が2007年より本格運行を開始している。

道路は国道6号が南北の、国道125号・354号が東西の軸を形成している。また国道6号と並行して常磐自動車道が通っており、市内には桜土浦・土浦北の2つのICがある。ただし国道6号は交通量が多いため慢性的に混雑しており、図2-7に示すようにバイパスが整備中である。
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図2-8　道路整備計画
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2.7　観光

土浦市の観光スポットは、大きく分けて歴史的資源と自然資源の2つに大別できる。歴史的資源としては、城下町として、また宿場町、水運の要衝として栄えた歴史から蔵作りの建物が残っており、蔵を再生させた「土浦まちかど蔵」や寺社仏閣、土浦城址（亀城公園）などが中心市街地付近にある。小野小町の伝説が残る「小町の里」も整備されている。
自然資源としては霞ヶ浦をはじめ宍塚大池などの自然、筑波山麓の観光農園などがある。
また、表2-2のように、土浦市では年間を通じて各種イベント・祭り等が盛んに開催されている。
3． 問題点

以上の現状から、我々は現在の土浦の問題点は以下の点にあると考えた。
· 駅前空間の魅力の衰退
· 公共施設の利用者数の低下
市で生涯教育に力を入れているものの、受け皿となる公共施設の利用が低迷している。

· 医療施設の不足地域が存在

· 市内に慢性的渋滞箇所がある
一方、資源として活かす事ができると考えるものは、

· 歴史資源、伝統的イベントが多い
· [image: image10.emf]青少年センター利用状況
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外部への交通の利便性
· 都心に比べ、安く土地が借りられる

· 学生が多い
· 市民の活動が活発である
· 豊かな自然環境が存在

これらの資源を活かして上記の問題点を解決・改善することを我々の基本構想とする。

4． 提案の枠組み
以上を踏まえ、我々は「アートによるまちづくり」を提案する。狙いは図4-1に示すように、「問題点」「資源」「市民活動」という異なる要素をリンクし、資源を活かしながら問題点を解決・改善する軸とすることである。

具体的な提案としては、
· JOBANアートラインの延長
· 市民のアート体験：土浦のまちに再注目
· 土浦の歴史・伝統の発信
である。

4.1　JOBANアートラインの延長
東京藝術大学がある上野を拠点として、活発な芸術活動が行われている柏市・取手市などを中心に、常磐線を軸に「JOBANアートライン」の取り組みがなされている。現在上野～取手の区間で活動が行われているが、土浦市もこれに加わり、常磐線沿線のアート軸に加わる。
4.2　市民のアート体験：土浦のまちに再注目
市民活動をさらに活発化させる。さまざまな取り組みにアートを関連させることが考えられる。以下は現在すでに行われている活動だが、これらにアートを組み合わせていく。
· モール505でのキッズマート
小中学生の商い体験学習の取組み。学校で育てた農産物や、手作りの商品を自分たちの手で企画・販売する体験学習が行われている。
· 土浦市生涯学習センター
市民の絵画作品等を展示できるギャラリーや、各種講座の会場として整備されている。市民活動の拠点として利用する。
· 福祉アート展（神奈川県横浜市）
横浜市の先進事例。障害者のアート作品を商店街に展示することで、両者の連携や、作品を通して障害・福祉について知るきっかけとなる。
4.3　土浦の歴史・伝統の発信
亀城公園や蔵作りの建物など、歴史的資源をアートの場として発信する。先進事例としては、
· アートによる伝統文化の発信　（石川県金沢市）
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使われなくなった古い醤油蔵を住民の手でギャラリーや店舗に改装し、作品展示まで手がけている。
4.4　土浦で行うメリット
· 観光の魅力向上
土浦のまち全体をアートを軸に演出することにより、まちの観光地としての魅力を向上させる。また、JOBANアートラインとして常磐線沿線で強調することにより、TXとの相乗効果でつくばが話題となっている中、押されがちな常磐線の魅力向上を図る。

· つくば市との連携
筑波大学芸術専門学群生などの活動の場となることで、教育の場を提供するとともに土浦にも若いエネルギーと高いレベルの作品制作が期待できる。
· 歩行の楽しみ
入り組んだ水路跡の道を有効利用し、景観作りをすることで、歩行の楽しみを演出できる。
· SOHO土浦の有効活用
格安な貸し床を利用してアトリエを展開するスペースの提供ができ、若いアーティストの支援活動にもつながる。
· 土浦の顔としての駅前の再生
衰退した駅前・中心市街地に統一された軸による整備を行うことで、土浦の顔としての駅前の景観作り・再生を行う。
5． 今後の方向性

今後、まちづくり事例の調査や、郊外部での取り組みの検討、アートという広い意味を持つ言葉の整理などを行い、提案の方向性をより詳細に考えていく予定である。
■参考文献等

· 第７次土浦市総合計画
· 土浦市公式ホームページ
http://www.city.tsuchiura.lg.jp/
· 社団法人土浦観光協会
http://tutiura.727.net/
· 統計いばらき
http://www.pref.ibaraki.jp/tokei/
· 統計つちうら
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· 常磐アートライン情報
· 上野タウンアートミュージアム　ほか
http://u-t-m.jp/
· 常陽新聞
· 横浜経済新聞
· asahi.com 
図4-1　アート導入の枠組み
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行事�
時期�
概要�
�
土浦の雛まつり�
2月下旬～3月上旬�
江戸・明治・大正・昭和・平成の雛人形やハス（蓮根）で創った霞蓮雛人形等を展示。�
�
土浦桜まつり�
3月下旬～4月上旬�
市内各地の桜の名所で、提灯装飾やライトアップ。亀城公園ではたくさんのイベントが開催される。�
�
流鏑馬まつり�
4月上旬�
鎧武者姿で、馬を走らせながら鏑矢で的を射る古式ゆかしい行事。日本三大山王流鏑馬の一つに数えられる。  �
�
かすみがうらマラソン�
4月中旬�
参加者数総計約2万人（2008年）、日本有数の規模のマラソン大会。霞ヶ浦湖畔のコースを走る。�
�
土浦皐月まつり�
5月下旬～6月上旬�
腕自慢が丹精込めて育てた「さつき」（盆栽）が約100点展示される。�
�
土浦八坂祇園祭�
7月下旬�
祭囃子や掛け声に乗って山車や獅子屋台が市中を巡行。中日の礎會の担ぐ三百貫神輿と山車の競演会は圧巻。�
�
観光帆曳船運航�
7月21日～10月中旬の


土・日・祝�
かつてわかさぎ漁に使われた帆曳船での霞ヶ浦遊覧ツアー。�
�
土浦キララまつり�
8月上旬�
「七夕装飾」「七夕おどり」「山車巡行」「帆曳船合同操業」など盛りだくさんのイベントを開催。�
�
からかさ万灯�
8月中旬�
五穀豊穣・家内安全を祈願し、奉納される仕掛け花火。直径5m、高さ6ｍのからかさ（傘）の形をした仕掛け花火から火の粉が滝のように流れ落ちる様は圧巻。�
�
真鍋のまつり�
8月下旬�
9町の勇壮な山車や獅子屋台が、3日間地区内を練り歩く。最終日には華やかな競演が繰り広げられる。�
�
土浦全国花火競技大会�
10月上旬�
世界最高水準といわれる日本の花火師たちが集い、日本一をかけて卓越した技を競う。日本三大花火に数えられる。�
�
土浦菊まつり�
11月上旬～11月中旬�
丹精込めて育てられた菊花が展示され、品評会が行われる。植木市も立つ。�
�
土浦藩關流炮術


（火縄銃）公開演武大会�
12月頃�
土浦藩が育て現代に伝えた、大口径の火縄銃を使用する關流炮術。市指定文化財の大筒「谷神」「抜山銃」などによる演武。�
�






表2-2　土浦の観光イベント





�


 �


図2-9　亀城プラザ利用状況の変化（左）


図2-10　青少年センター利用状況の変化（右）
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